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　時空間変動を行う不特定数・不特定形状のオブジェクト変動パターンの自動抽出は、マルチメディアデータのみな
らず地球惑星分野の気象画像の雲塊追跡や、数値シミュレーションのプリュームなどの分析などにも利用性がある。
　 Honda et al.(2002)では、気象画像を例として、オブジェクト分布を混合分布でモデル化し、EMアルゴリズムでパ

ラメータをもとめ、成分数については BICによって最適なモデルを選択する手法を検討し、有効性を確認したが、オブ
ジェクト分布の時間連続性については考慮されていなかった。
　本研究では、この手法を、解の時間連続性を考慮できるように拡張した。実験の結果、BICと成分数の比較から、連

続性を考慮しないものとほぼ同等の結果を得ながら、ノイズ成分の抽出を抑制し、かつ計算時間を 1桁削減できること
がわかった。また、これによって同一成分の分裂や消滅を含む変遷を半自動的に実施して、3次元的に可視化することが
できた。


